
[image: Oracle Corporation]




StorageTek SL3000

概要および計画ガイド



E51497-04

2017 年 1 月




StorageTek SL3000 概要および計画ガイド

E51497-04

著作権 © 2011, 2017, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション (人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む) への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性 (redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporation およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

Oracle および Java はオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeon は、Intel Corporation の商標または登録商標です。すべての SPARC の商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc. の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMD ロゴ、AMD Opteron ロゴは、Advanced Micro Devices, Inc. の商標または登録商標です。UNIX は、The Open Group の登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様と Oracle Corporation との間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporation およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様と Oracle Corporation との間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporation およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。



目次

図のリスト

表のリスト

タイトルおよび著作権情報

はじめに

	ドキュメントのアクセシビリティについて


設置計画のチェックリスト

1 ライブラリモジュールとハードウェアコンポーネント

	ライブラリモジュール
	基本モジュール
	ドライブ拡張モジュール (DEM)
	カートリッジ拡張モジュール (CEM)
	アクセス拡張モジュール (AEM)
	パーキング拡張モジュール (PEM)



	ハードウェアコンポーネント
	電子制御モジュール
	コマンド行インタフェース
	冗長電子装置



	ロボット
	冗長ロボット



	回転式カートリッジアクセスポート (CAP)
	一括ロードカートリッジアクセスポート (AEM)



	サポートされるテープドライブ
	暗号化対応のテープドライブ





2 機能、ソフトウェア、および接続のオプション

	ホストの接続性
	FC-SCSI 接続
	サポートされているトポロジ



	TCP/IP 接続
	ポートボンディング



	ライブラリのモニタリング
	StorageTek ライブラリコンソール (SLC)
	Simple Network Management Protocol
	ログスナップショット機能



	メディア検証
	ライブラリ管理ソフトウェア
	自動カートリッジシステムライブラリソフトウェア (ACSLS)
	エンタープライズライブラリソフトウェア
	ホストソフトウェアコンポーネント (HSC) とストレージ管理コンポーネント (SMC)
	仮想テープ制御システム (VTCS)
	並行障害回復テスト (CDRT)



	独立系ソフトウェアベンダー (ISV)



	そのほかのストレージシステムソリューション
	クライアントシステムコンポーネント (CSC)
	エキスパートパフォーマンスレポーター
	Extended High Performance Data Mover
	ライブラリコンテンツマネージャー (LCM)
	リニアテープファイルシステム (LTFS)
	StorageTek Tape Analytics
	仮想ストレージマネージャー (VSM)
	仮想ライブラリ拡張機能 (VLE)








3 ストレージ容量

	物理容量の計算
	計算例 1: 基本、DEM、CEM、PEM
	計算例 2: 基本および CEM
	計算例 3: 基本、DEM、CEM、AEM





4 電源と冷却

	電源構成
	AC 電源オプション
	電源冗長オプション
	N+1 電源構成 (標準)
	2N 電源構成
	2N+1 電源構成






	DC 電源装置
	電子制御モジュール用電源装置
	ロボットユニット用電源装置
	テープドライブ用電源装置



	テープドライブ用電源装置の数の計算
	1 ドライブ当たりの消費ワット数
	120 VAC PDU に必要な電源装置
	240 VAC PDU に必要な電源装置
	例: 必要になるドライブ用 DC 電源装置の数の計算



	AC 電源ケーブル
	消費電力
	合計ワット数、CO2 排出量、BTU/時の計算
	消費電力の例 1
	消費電力の例 2






	冷却
	ライブラリの電子制御モジュール
	テープドライブ
	DC 電源装置





5 サイト計画

	物理的な寸法と重量
	基本モジュール
	ドライブ拡張モジュール
	カートリッジおよびパーキング拡張モジュール
	アクセス拡張モジュール
	カバー、ドア、保守用スペース



	床面要件
	重量
	床の傾斜



	火気抑制計画
	ケーブル配線
	AC 電源ケーブル
	ライブラリネットワークおよびテープドライブ用ケーブル



	ネットワーク
	環境要件
	消費電力
	耐震または地震に関する格付け
	空気汚染





6 設置計画

	物理スペース
	時間と人員
	出荷重量および寸法
	ダブルスタックパレット
	取り付け工具
	ドライブトレーの電源投入工具
	取り付けキット





7 注文

	ハードウェアアクティベーションファイル
	物理構成
	基本モジュール (必須)
	ドライブ拡張モジュール (DEM)
	カートリッジ拡張モジュール (CEM)
	アクセス拡張モジュール (AEM)
	デュアルロボット



	モジュールアドオン
	テープドライブアレイ
	カートリッジアクセスポート
	ウィンドウカートリッジアレイ
	ローカル操作パネル
	冗長電子装置



	テープドライブ
	テープドライブの暗号化
	T10000 の暗号化
	LTO の暗号化
	暗号化アクティベーション許可の再利用



	T10000 ドライブ
	LTO ドライブ
	交換キット
	ポートの交換キット



	カートリッジとラベル
	電源オプション
	DC 電源装置
	AC 配電盤 (PDU)
	AC 電源コード



	ハードウェアアクティベーションファイル
	容量のアクティブ化



	ケーブル
	光ファイバケーブル
	Ethernet ケーブル



	サポート
	Service Delivery Platform
	Oracle Premier Support for Systems
	サポートの連絡先





A 汚染物質の管理

	環境汚染物質
	必要な大気質レベル
	汚染物質の特性と汚染源
	オペレータの活動
	ハードウェアの動き
	外気
	保管品
	外的影響
	清掃活動



	汚染物質の影響
	物理的干渉
	腐食障害
	漏電
	熱による損傷



	室内条件
	エクスポージャーポイント
	フィルタ処理
	正圧と換気
	清掃手順と洗浄装置
	毎日のタスク
	週に 1 度のタスク
	3 か月に 1 度のタスク
	2 年に 1 度のタスク



	活動とプロセス


用語集

索引



図のリスト

	1-1 SL3000 ライブラリの構成例
	1-2 基本モジュールの背面図
	1-3 DEM の背面図
	1-4 基本モジュールに装着された PEM
	1-5 電子制御モジュール
	1-6 ライブラリ CAP
	4-1 電源装置の場所 - 基本および DEM (背面ビュー)
	5-1 保守スペースおよび寸法 (側面ビュー)
	5-2 保守スペースおよび寸法 (上部ビュー)
	5-3 ドアのケーブル配線用切り抜き




表のリスト

	3-1 1 モジュールあたりの物理スロット容量
	4-1 1 ドライブ当たりのワット数
	4-2 基本用の DC 電源装置 (120 VAC PDU)
	4-3 DEM 用の DC 電源装置 (120 VAC PDU)
	4-4 基本用の DC 電源装置 (240 VAC PDU)
	4-5 DEM 用の DC 電源装置 (240 VAC PDU)
	4-6 基本モジュールのテープドライブの消費ワット数の例
	4-7 DEM のテープドライブの消費ワット数の例
	4-8 例の基本に必要な DC 電源装置
	4-9 ドライブ拡張モジュールに必要な DC 電源装置 - 例
	4-10 電源ケーブルの説明
	4-11 消費電力
	4-12 消費電力の例
	4-13 消費電力の例
	5-1 基本モジュールの寸法
	5-2 ドライブ拡張モジュールの寸法
	5-3 カートリッジおよびパーキング拡張モジュールの寸法
	5-4 アクセス拡張モジュールの寸法
	5-5 カバー、ドア、保守用スペースの寸法
	5-6 環境仕様
	5-7 ガス制限に関する推奨事項
	6-1 取り付けの見積もり時間
	6-2 モジュールおよびテープドライブの出荷情報
	6-3 標準の取り付け工具
	6-4 特殊な取り付け工具





はじめに

Oracle の StorageTek SL3000 モジュール構成ライブラリシステムは、柔軟性、拡張性、および高可用性を提供するミッドレンジテープストレージソリューションです。SL3000 ライブラリでは、環境の急激な拡大や持続的な変化の要求に対応するために、モジュール設計が採用されています。

このガイドでは、SL3000 ライブラリの概要および計画に関する情報を説明します。追加の製品情報については、Oracle Technical Network (OTN) の SL3000 製品ドキュメントライブラリを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/tape-storage-curr-187744.html


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照してください。


Oracle Support へのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。








設置計画のチェックリスト


ライブラリ構成を選択します。

	
第1章 ライブラリモジュールとハードウェアコンポーネントを確認してください。


	
第2章 機能、ソフトウェア、および接続のオプションを確認してください。


	
第3章 ストレージ容量を確認してください


	
第4章 電源と冷却を確認してください。





サイトでライブラリをサポートできることを確認します。

	
第5章 サイト計画を確認してください。


	
第6章 設置計画を確認してください。


	
付録A 汚染物質の管理を確認してください。





コンポーネントを注文します。

	
第7章 注文を参照してください。









1 ライブラリモジュールとハードウェアコンポーネント

	
ライブラリモジュール


	
ハードウェアコンポーネント


	
サポートされるテープドライブ





関連項目

	
物理的な寸法と重量






ライブラリモジュール

	
基本モジュール — ライブラリごとに 1 台必要です。


	
ドライブ拡張モジュール (DEM) — 基本モジュールの左側にのみ最大 1 台。


	
カートリッジ拡張モジュール (CEM) — 最大 8 台 (ライブラリの左側に 4 台と右側に 4 台)。


	
アクセス拡張モジュール (AEM) — 最大 2 台 (ライブラリの両端に 1 台ずつ)。AEM を基本モジュールの左側に直接取り付けることはできません。


	
パーキング拡張モジュール (PEM) — 冗長電子装置をサポートする場合の、AEM の代替。PEM はペアで取り付ける必要があります (ライブラリの両端に 1 台ずつ)。PEM は、CEM から交換されたものです。





図1-1 SL3000 ライブラリの構成例

[image: 基本、DEM、2 台の CEM、2 台の PEM を使用した構成例]



図の凡例: 

	
穴の開いたウィンドウ


	
オペレータパネル


	
保守用ドア


	
CAP (開いている)






基本モジュール

ライブラリごとに、1 台の基本モジュールが必要になります。SL3000 ライブラリの最小構成は、スタンドアロンの基本モジュールです。


基本モジュールの構成オプション

	
205 - 431 個のカートリッジ容量 (物理容量の計算を参照)。


	
8 (標準)、16、24 個のドライブスロット。


	
穴の開いたウィンドウ (標準)、ウィンドウストレージアレイ、またはオペレータパネル。


	
CAP (標準)。回転式カートリッジアクセスポート (CAP)を参照してください。





基本モジュールのコンポーネント

基本モジュールの前面には、CAP、保守用ドア、LED 付きのフロントパネル、および穴の開いたウィンドウ、オプションのオペレータパネル、またはウィンドウストレージアレイが収容されています。基本モジュールの背面には、電子モジュール、配電盤 (PDU)、DC 電源装置、テープドライブ、および 2 つの 1 ユニットラックスペースが収容されています。


図1-2 基本モジュールの背面図

[image: コンポーネントの位置を示した基本の背面図]



図の凡例: 

	
テープドライブ


	
電子モジュール


	
ドライブの DC 電源装置


	
イーサネットスイッチ (オプション)


	
配電盤









ドライブ拡張モジュール (DEM)

DEM は基本モジュールの左側 (ライブラリの正面から見て) に装着されます。DEM はテープドライブの数を拡張し、追加のカートリッジストレージを提供します。DEM は 1 ライブラリにつき 1 つのみ搭載できます。


DEM の構成オプション

	
153 - 522 個のカートリッジ容量 (物理容量の計算を参照)。


	
8 (標準)、16、24、または 32 個のドライブスロット。


	
穴の開いたウィンドウ (標準)、ウィンドウストレージアレイ、またはオペレータパネル。


	
CAP (オプション)、回転式カートリッジアクセスポート (CAP)を参照してください。





DEM のコンポーネント

DEM の前面には、保守用ドア、オプションの CAP、および穴の開いたウィンドウ、オプションのオペレータパネル (基本モジュールにない場合)、またはウィンドウストレージアレイが収容されています。DEM の背面には、テープドライブ、PDU、DC 電源装置、および 2 つの 1 ユニットラックスペースが収容されています。


図1-3 DEM の背面図

[image: コンポーネントの位置を示した DEM の背面図]



図の凡例: 

	
テープドライブ


	
ドライブの DC 電源装置


	
イーサネットスイッチ (オプション)


	
配電盤









カートリッジ拡張モジュール (CEM)

CEM は追加のカートリッジストレージを提供します。このモジュールにはテープドライブがありません。ライブラリの端にある CEM は PEM に交換できます (パーキング拡張モジュール (PEM)を参照)。1 台のライブラリで最大 8 台の CEM がサポートされます。1 台目の CEM は基本モジュールの右側、2 台目は DEM/基本モジュールの左側、3 台目はその右側、4 台目はその左側のように取り付けるようにしてください。このように交互に取り付けると、ライブラリのパフォーマンスが最大になります。


CEM の構成オプション

	
438 - 620 個のカートリッジ容量 (物理容量の計算を参照)。


	
CAP (オプション)。回転式カートリッジアクセスポート (CAP)を参照してください。


	
基本モジュールと DEM の左側または右側に装着します


	
中心線の両端に最大 4 台の CEM (合計 8 台)









アクセス拡張モジュール (AEM)

AEM には、最大 234 個のカートリッジの一括ロードおよびアンロードに使用される大規模なカートリッジアクセスドアが備わっています。また、2 台の AEM を備えたライブラリでは、冗長ロボット機能をサポートします (ロボットを参照)。スライド式の安全ドアによって欠陥のあるロボットが分離されるため、保守担当者はライブラリをオンラインにしたままで、無効になったロボットにアクセスできます。




	
注記:

AEM と PEM は同じライブラリに取り付けることはできません。








AEM の構成オプション

	
ライブラリの端にのみ取り付ける必要があります。AEM を基本モジュールの左側に直接取り付けることはできません。間にモジュールが存在する必要があります。


	
1 台の AEM では、一括ロード機能のみがサポートされます。追加の 104 個のストレージスロット用に 1 台の AEM を左側に取り付けることをお勧めします (物理容量の計算を参照)。


	
デュアル AEM では、一括ロードおよび冗長ロボットサポートがサポートされます。









パーキング拡張モジュール (PEM)

PEM は、冗長ロボット構成で動作可能なロボットのアクセスをブロックすることなく欠陥のあるロボットを「パーキング」するために使用される、交換された CEM です (ロボットを参照)。PEM の無効になったロボットの保守を行うと、ライブラリの操作が中断されます。

パーキングスペースでは、PEM 内の 6 列のカートリッジアレイがアクセスできなくなります (前面壁の 3 列、背面壁の 3 列)。アクセスできないアレイを取り外す必要はありません。モジュールは、いつでも CEM に戻すことができます。


PEM の構成オプション

	
230 - 312 個のカートリッジ容量 (物理容量の計算を参照)。


	
オプションの CAP は左側の PEM にのみ取り付けることができます。


	
ライブラリの両端に取り付ける必要があります。





図1-4 基本モジュールに装着された PEM

[image: 2 台の PEM が取り付けられた基本]



図の凡例: 

	
アクセスできない CAP 領域


	
ロボットパーキング領域 (アクセスできないカートリッジスロット)











ハードウェアコンポーネント

	
電子制御モジュール


	
ロボット


	
回転式カートリッジアクセスポート (CAP)


	
一括ロードカートリッジアクセスポート (AEM)






電子制御モジュール

電子制御モジュール (ECM) は、電子制御、ロボットおよびドライブ制御、およびホスト接続に対応します。ECM は、基本モジュールの背面にあります (図1-2 を参照)。主なコントローラカードは HBCR (ライブラリコントローラ) と HBT (ドライブコントローラ) です。


図1-5 電子制御モジュール

[image: ポートの位置を示した電子制御モジュール]



図の凡例: 

	
シリアルポート (予約済み)


	
シリアルポート (CLI 用の CSE ポート)


	
プライマリ Ethernet ポート


	
デュアル TCP/IP Ethernet ポート


	
Ethernet ポート (予約済み)







	
注記:

ECM は、ファイバチャネルインタフェース接続用にオプションの MPU2 カード (2G バイト) または PUA2 カード (8G バイト) が搭載された状態で出荷されます。このカードは図には表示されていませんが、HBCR カードの下に取り付けられています。








コマンド行インタフェース

コマンド行インタフェース (CLI) は、Oracle サポートがライブラリを構成および診断する際に使用できます。保守担当者は、次のいずれかを使用し、電子制御モジュールを介して CLI にアクセスできます。

	
コマンドを入力するための HBCR カード (RS-232) 上のシリアルポート接続および HyperTerminal 接続


	
コマンドを入力するための HBCR カード上の Ethernet ポート接続 (ポート 1A、2A、または 2B) およびセキュアシェル (PuTTY)









冗長電子装置

オプションの冗長電子装置 (RE) 機能は、HBCR コントローラカードのフェイルオーバー保護を行う際に使用できます。RE 機能では、各ライブラリに 2 つの HBCR コントローラカードが取り付けられています。アクティブなライブラリコントローラでエラーが発生した場合は、動作が自動的にスタンバイライブラリコントローラに切り替わるため、ライブラリおよびホストの動作の中断が最小限になります。

RE は、ホストへの直接 FC-SCSI 接続を使用するライブラリでは使用できません。

詳細については、『SL3000 ユーザーズガイド』を参照してください。








ロボット

各ライブラリには、1 台 (標準) または 2 台 (冗長構成と呼ばれる) のロボットを取り付けることができます。ロボットはカートリッジを取り出して CAP またはスロットに挿入したり、テープドライブからカートリッジをマウントまたはマウント解除したりします。

ロボットはライブラリの背面壁にある 2 本のレール間を移動します。1 本のレールはライブラリの上面にあり、もう 1 本のレールは床に接しています。上面のレールにある 2 つの銅ストリップは電源を供給し、ロボットとライブラリコントローラ (HBCR) カード間の単一パスを提供します。電源は +48 VDC 1200 W の負荷共有装置から供給されます (第4章 電源と冷却を参照)。

ロボットには、ライブラリの初期化中に各モジュールの構成ブロックを読み取り、CAP の入力および監査中にカートリッジのボリュームシリアル番号 (VOLSER) を識別するバーコードスキャナが備わっています。


冗長ロボット

オプションの冗長ロボット機能を使用すると、ロボット操作の速度が上がり、1 台のロボットに障害が発生してもライブラリの操作を続行できます。冗長ロボットを使用するには、240 VAC の 2N 電源と、2 台の PEM または 2 台の AEM が必要です。








回転式カートリッジアクセスポート (CAP)

CAP は、垂直に取り付ける回転式の円柱形であり、取り外し可能な 13 個のスロットを含むマガジンを 2 台搭載しています。

	
基本モジュールには、標準で CAP が付属しています。


	
DEM および CEM には、モジュールごとにオプションの CAP を 1 台取り付けることができます。CAP は左側の PEM にのみ取り付けることができます。


	
ライブラリごとに最大 10 台の回転式 CAP を取り付けることができます。


	
各 CAP には、ロック解除インジケータ付きのキーパッド、および CAP を開くためのボタンが備わっています。





図1-6 ライブラリ CAP

[image: CAP および CAP キーパッドの位置を示したサンプルのライブラリ]



図の凡例: 

	
CAP (閉じている)


	
CAP 取り付けなし


	
CAP (開いている)


	
キーパッド









一括ロードカートリッジアクセスポート (AEM) 

AEM を使用すると、ライブラリ操作を中断することなく、最大 234 個のカートリッジを一括で挿入および取り出しできます。一括ロード機能をサポートするには、ライブラリに AEM が 1 つだけ必要です (アクセス拡張モジュール (AEM)を参照)。








サポートされるテープドライブ

	
StorageTek T シリーズ (T9840C および D)


	
StorageTek T シリーズ (T10000A、B、C、および D)


	
HP LTO 第 3、4、5、および 6 世代


	
IBM LTO 第 3、4、5、6、および 7 世代







	
注記:

テープドライブを SL3000 ライブラリでオンラインにするには、動的 World Wide Name 機能がサポートされている必要があります。







ほとんどのドライブは、同じファミリの以前の世代のテープドライブで記録されたデータを読み取ることができます。したがって、保証期間内であれば、既存のカートリッジを使用できます。

詳細については、Oracle Web サイトでテープドライブのセクション (http://www.oracle.com/us/products/servers-storage/storage/tape-storage/overview/index.html) を参照してください。


暗号化対応のテープドライブ

	
StorageTek T10000 A、B、C、D


	
StorageTek T9840 D


	
HP LTO 第 4、5、6 世代


	
IBM LTO 第 4、5、6、7 世代




詳細は、テープドライブの暗号化を参照してください。










2 機能、ソフトウェア、および接続のオプション

	
ホストの接続性


	
ライブラリのモニタリング


	
メディア検証


	
ライブラリ管理ソフトウェア


	
そのほかのストレージシステムソリューション






ホストの接続性

SL3000 ライブラリは 2 種類のホスト接続をサポートしています。

	
物理ファイバチャネルインタフェース経由の小規模コンピュータシステムインタフェース (FC-SCSI)


	
10/100 Base-T および CAT-5 ケーブルを使用する Ethernet (TCP/IP)




パーティション分割なしの構成の場合、ライブラリで使用できるインタフェースタイプは FC-SCSI または TCP/IP のいずれか一方です。パーティション分割ありの構成では、ライブラリはパーティションごとに 1 つのインタフェースタイプを使用できます。SL3000 では、DHCP がサポートされていません。


FC-SCSI 接続

SL3000 には、8G バイトのインタフェースを提供して 2 つのポートを搭載する PUA2 ファイバチャネルカードが標準装備されています。これらのポートは、2 つの独立したアプリケーションへの接続用に使用できます。または、アプリケーションがフェイルオーバー用に 2 つのポートをサポートしている場合、フェイルオーバーでの保護のためにポートを使用できます。

SL3000 インタフェースリファレンスマニュアルには、SCSI コマンドセット、ファイバチャネル操作、コマンドの実装、トポロジ、ケーブル、およびコネクタに関する情報が記載されています。


サポートされているトポロジ

	
スイッチドファブリック — オラクル社が推奨しているトポロジです。ノード間の動的内部接続と、複数の同時 FC 接続を提供します。ライブラリが FC スイッチまたはファブリック対応ホストに接続される場合は、スイッチドトポロジとして構成され、ファブリックにログインするポート数が最大で 1600 万までサポートされます。


	
調停ループ — ライブラリは調停ループトポロジをサポートしていますが、オラクル社ではこのトポロジを推奨していません。このトポロジは 1 つのループを共有するデバイスに対し複数の接続を提供しますが、通信の開始側とターゲット間にはポイントツーポイントの接続しか許可されません。調停ループで接続できるのは最大で 126 ポートです。










TCP/IP 接続

TCP/IP 接続ではホストライブラリインタフェース (HLI) を使用して、次のようなライブラリ管理アプリケーションと通信できます。

	
ACSLS を使用したオープンシステムプラットフォーム


	
ELS /HSC を使用したエンタープライズレベルのメインフレーム




ライブラリコントローラカードの役割は、ライブラリ内のすべてのコンポーネント操作を調整し、ホストとのインタフェース接続を提供することです。ホストとライブラリの通信用に、ポート 2A とポート 2B という 2 つの個別の Ethernet 接続があります。

	
ポート 2B はプライマリホスト接続を提供します (標準)。


	
ポート 2A はデュアル TCP/IP 接続 (オプション) 用として、または StorageTek Library Console (SLC) への接続に使用できます。




デュアル TCP/IP 機能では、両方のポートを使用することでライブラリと ACSLS ホストまたは ELS/HSC ホスト間に 2 つの接続を提供するため、単一障害点を排除できます。詳細は、『SL3000 ユーザーズガイド』を参照してください。





ポートボンディング

ポートボンディングは複数のポートを組み合わせて冗長性を実現することです。SL3000 ライブラリではアクティブ - バックアップモードが使用されます。アクティブ - バックアップモードの場合、2 つのスレーブ Ethernet インタフェースを持つボンドが 1 つ存在します。アクティブなインタフェースに障害が発生した場合、バックアップインタフェースがアクティブになります。FRS_4.30 以上のライブラリファームウェアを使用してライブラリに 2 台目の Ethernet スイッチが設置されている場合、ポートボンディングが自動的に有効化されるため、コマンドやアクティベーションファイルは必要ありません。








ライブラリのモニタリング

ライブラリは SLC または Simple Network Management Protocol (SNMP) を使用してモニターできます。また、サービス担当者はログスナップショット機能を使用してコントローラカードからログを収集できます。


StorageTek ライブラリコンソール (SLC)

SLC は、SL3000 ライブラリの構成、モニタリング、および管理用の GUI アプリケーションです。SLC は、購入された SL3000 ライブラリに含まれています。SLC には、ローカルオペレータパネル、ワークステーション、またはブラウザを介してアクセスできます。インストール要件およびそのほかの情報については、『SL3000 ユーザーズガイド』を参照してください。





Simple Network Management Protocol

SL3000 ライブラリは SNMP v2c および SNMP v3 (推奨) をサポートしています。詳細は、『SNMP リファレンスガイド』を参照してください。





ログスナップショット機能

ログスナップショットは、ライブラリのログを収集し、圧縮し、暗号化します。CLI または SLC を使用して、ログスナップショットを生成し、それを Oracle 担当者に送信してトラブルシューティングの支援を受けることができます。








メディア検証

SL3000 ライブラリでは、SLC または StorageTek Tape Analytics (STA) を使用して T10000 カートリッジの整合性を検証できるメディア検証をサポートします。使用できる検証方法は、Basic Verify、Standard Verify、および Complete Verify です。

SLC を使用したメディア検証の詳細については、OTN の『SL3000 ユーザーズガイド』を参照してください。STA を使用したメディア検証の詳細については、OTN の STA に関するドキュメントを参照してください。






ライブラリ管理ソフトウェア

ライブラリ管理ソフトウェアは、ドライブの割り当ておよびライブラリ操作 (カートリッジの挿入、マウント、マウント解除、取り出しなど) の要求を行なうことで、ライブラリを制御します。ライブラリ管理ソフトウェアは、ライブラリデータベースを管理します。ライブラリデータベースは、ボリューム識別子 (vol-id)、属性、およびカートリッジの場所を追跡します。

2 つのメインのライブラリ管理オプションがあります。

	
自動カートリッジシステムライブラリソフトウェア (ACSLS)


	
エンタープライズライブラリソフトウェア






自動カートリッジシステムライブラリソフトウェア (ACSLS)

ACSLS は、オープンシステム環境用のマルチプラットフォームライブラリ集中管理ソフトウェア製品です。ACSLS はすべてのライブラリ操作を管理し、ACSLS 対応アプリケーションとライブラリリソースを共有します。ACSLS の 1 つのインスタンスで複数のライブラリを管理できます。ACSLS の主な利点は次のとおりです。

	
レガシーテクノロジを含む複数の StorageTek ライブラリに対する集中ライブラリ制御


	
ハードウェア負荷分散と並列コマンド実行によるライブラリパフォーマンスの最適化


	
動的構成機能および短期間のライブラリ停止中にコマンドをキューに入れることによるダウンタイムの短縮


	
充実したレポート機能と管理機能による使いやすさの向上




SL3000 ライブラリと連携するには ACSLS バージョン 7.3 以上が必要です。ACSLS 7.3 には AEM サポートのため PUT 0801 が必要です。






エンタープライズライブラリソフトウェア

エンタープライズライブラリソフトウェア (ELS) は複数のソフトウェア製品を組み込んだソフトウェアで、メインフレーム環境のテープドライブおよび仮想ソリューションをモニターおよび管理します。


ホストソフトウェアコンポーネント (HSC) とストレージ管理コンポーネント (SMC)

HSC は SL3000 ライブラリとの通信とボリュームプールを管理します。HSC はホストに常駐しますが、オペレーティングシステムにはトランスペアレントです。別のコンポーネントである SMC が、z/OS オペレーティングシステムと HSC 間のインタフェースになります。HSC を使用してテープ処理を行うすべての MVS ホストに SMC は常駐します。HSC と SMC の連携により、割当てのポリシー、ボリュームの場所、およびドライブの所有権が決定します。HSC と SMC はユーザーリクエストをライブラリコマンドに変換し、メッセージ処理を行います。





仮想テープ制御システム (VTCS) 

VTCS は仮想ストレージマネージャー (VSM) や仮想ライブラリ拡張機能 (VLE) などの StorageTek 仮想テープライブラリを集中管理するためのホストソフトウェアです。VTCS は、仮想ボリュームの移行やリコール、物理的なテープカートリッジとドライブの使用といった、仮想テープボリュームとドライブの管理を行います。





並行障害回復テスト (CDRT)

CDRT では、ライブラリまたは仮想ストレージの使用中に障害回復テストを実行できます。







独立系ソフトウェアベンダー (ISV)

さまざまな ISV が SL3000 ライブラリをサポートしています。ISV アプリケーションの多くは ACSLS 経由の接続または直接接続です。次のようなアプリケーションがあります。

	
BakBone NetVault


	
CA ArcServe


	
HP Data Protector


	
Legato NetWorker


	
SAM FS


	
Tivoli Storage Manager


	
Veritas BackupExec


	
Veritas Netbackup




すべてのアプリケーションが全プラットフォームまたはバージョンでテストされているわけではありません。ソフトウェアのサポート状況については、オラクル社の販売担当者、またはアプリケーションのベンダーに確認してください。








そのほかのストレージシステムソリューション

次の Oracle 製品は、SL3000 ライブラリと互換性があり、多面的なストレージソリューションを実現できます。このリストはすべてが含まれたリストではありません。詳細は、オラクル社の販売担当者に連絡するか、次にアクセスしてください。

http://www.oracle.com/us/products/servers-storage/storage/tape-storage/overview/index.html


クライアントシステムコンポーネント (CSC)

クライアントシステムコンポーネント (MVS/CSC) を使用すると、MVS 上の SMC が ACSLS をライブラリサーバーとして使用できるようになります。CSC の 1 つが Library Station で、これによりオープンシステムのクライアントは MVS 上の HSC をライブラリサーバーとして使用することが可能になります。





エキスパートパフォーマンスレポーター

エキスパートパフォーマンスレポーター (ExPR) ソフトウェアはパフォーマンスデータを収集して、ステータスやパフォーマンスに関するレポートを生成します。これは、手動のテープシステムや Nearline および VSM テープシステムに関する情報を提供します。ExPR には MVS コンポーネントと PC コンポーネントの両方があります。





Extended High Performance Data Mover

Extended High Performance Data Mover (ExHPDM) ユーティリティーソフトウェアは、大容量高速テープデバイスで非常に大きなサイズのブロックをインターリーブすることで、データセットの高速バックアップとリストアを可能にします。ExHPDM の高速性は、すべてのデータをタイプに関係なく同等に処理することによって実現されています。これはディスクとテープ間のデータ移動のみを行います。

ExHPDM ソフトウェアは、同時実行している複数の MVS アプリケーションプログラムから、データのブロックを同時進行的に移動します。アプリケーションプログラムからのデータは、アプリケーションプログラムのアドレス空間内で 256 KB のテープブロックサイズにバッファーされ、その 256 KB ブロックが 1 つまたは複数のテープボリュームでインターリーブされます。





ライブラリコンテンツマネージャー (LCM)

ライブラリコンテンツマネージャー (LCM) — 旧称エキスパートライブラリマネージャー (ExLM) — Nearline リソースと VSM リソースを管理します。LCM はスケジュールされているジョブに十分なリソースを割り当てることを保証することで、全体的なパフォーマンスを極限まで高めます。LCM にはグラフィカルユーザーインタフェースである LCM エクスプローラも含まれているため、ユーザーはパラメータファイルではなく構成ファイルを作成して LCM を構成できます。





リニアテープファイルシステム (LTFS)

LTFS ソフトウェアによりファイルアクセスが向上し、StorageTek T10000 または LTO メディア上のデータの移動性が高まります。LTFS ソフトウェアにより、アプリケーションでは標準のファイルフォーマットインタフェースである CIFS または POSIX 経由で、ファイルをテープに直接読み書きできます。ブラウザまたはオペレーティングシステムのグラフィカルインタフェースを通じてファイルに簡単にアクセスすることもできます。ディスク、テープ、フラッシュなど、任意のストレージメデイア間でファイルをドラッグ&ドロップできます。オラクル社の Linear Tape File System, Library Edition (LTFS-LE) ソフトウェアは SL3000 テープライブラリをサポートしており、複数のテープドライブとメディアを管理します。ファイルを選択すると、対応するテープがライブラリによって自動的にマウントされ、アプリケーションがそのファイルを使用できるようになります。





StorageTek Tape Analytics

オラクル社の StorageTek Tape Analytics (STA) は、インテリジェントなモニタリングアプリケーションで、StorageTek モジュール型テープライブラリで使用できます。これはテープストレージ管理を簡略化するため、ユーザーはテープストレージ環境の現在の健全性に基づき、将来のテープストレージ投資について情報を得たうえでの意思決定を行うことができます。

STA を使用することで、複数のライブラリを単一でブラウザベースのユーザーインタフェースからモニターできます。STA は、複数のライブラリプラットフォームにまたがるオープンシステムとメインフレームの混在メディアや混在ドライブ環境をサポートします。STA を使用して詳細なパフォーマンス傾向分析を行うことにより、テープ投資の利用率およびパフォーマンスを向上させることができます。このような分析は、定期的に更新されるライブラリ操作データベースに基づきます。





仮想ストレージマネージャー (VSM)

VSM は仮想テープストレージサブシステム (VTSS) と呼ばれるディスクバッファーに仮想テープボリュームを保存します。次に、VSM はその仮想テープボリュームを、物理的なライブラリのテープドライブにマウントされているテープメディアに移します。これによりアクセス時間と物理テープメディアへのデータスループットが向上します。VSM にとって、もっとも重要なホストソフトウェアは仮想テープ制御システム (VTCS) です。VTCS は、仮想ボリュームの移行やリコール、物理的なテープカートリッジとドライブ